
只見線利活用計画

アクションプログラム2022

日本一の地方創生路線を目指して

只見線利活用推進協議会



只見線利活用計画【概要】

只見線が日本一の「地方創生路線」として、生活路線、観光路線、教育路線、産業路線で利活用されるとともに、それらが循環し成長す
ることで、何度でも乗りたい・訪れたいと思える路線・地域となる。

ここにしかない、ヒト、モノ、コト、イロを活かし、地域の未来を切り拓く –只見線135.2kmの挑戦-コンセプト

１.魅力の創出と受入環境の整備 ２.一元的な情報発信と戦略的なプロモーション ３.地域間連携と推進体制の構築

目指すべき姿

基本戦略

１ 目指せ海の五能線、山の只見線プロジェクト ２ 奥会津景観整備プロジェクト ３ 只見線学習列車プロジェクト

４ 奥会津サテライトキャンパス整備プロジェクト ５ みんなの只見線プロジェクト ６ 只見線産業育成プロジェクト

７ 只見線二次交通整備プロジェクト ８ 只見線魅力発信プロジェクト ９ 只見線利活用プラットホーム構築プロジェクト

地域資源を掘り起こし、磨
き上げながら、列車内で会津
の自然や文化に触れることが
できる只見線ならではの企画
列車を運行する。

奥会津の風景を阻害してい
る杉や雑木を伐採し、ビュー
スポットを整備するなど、奥
会津の美しい景観を形成する。

ダム、自然、暮らし、農業、
食、体験など、地域の教育資
源を活用しながら、駅や列車
内で環境教育や体験学習を行
う。

サテライトキャンパスを開
設し、公開講座や学生のセミ
ナーハウスなどとして活用す
ることで、地域の拠点となる
場を創出する。

地域の機運を高め、マイ
レール意識を醸成することで、
只見線の利用促進を図るとと
もに、来訪者へのおもてなし
の心を醸成する。

ガイドの養成や商品開発な
ど、只見線を活用しながら、
地域ならではの産業を育成す
ることで、住民が活躍できる
場を創出する。

二次交通事業の拡充や駐車
場対策により、生活利用、観
光利用の両面で、只見線の利
用促進を図る。

只見線のプロモーションを
強化し、ウェブページやＳＮ
Ｓ、テレビなど、様々な媒体
により、地域の魅力を発信す
る。

只見線応援団を活用しなが
ら、各団体が活動しやすい環
境を整備するとともに、住民
主体の推進体制構築に向けて
土台作りを行う。
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只見線利活用計画 アクションプログラム2022 （主要事業）

（主な関連事業）

１ 目指せ海の五能線、山の只見線プロジェクト

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

観光路線

実施者 福島県・只見線利活用推進協議会
予算額 99,111千円［福島県］

全線運転再開を記念し、主に首都圏観光客を対象としたツアーを実施するほか、様々な車両を活用した団体臨時列車
（調整中）を実証運行するなど、観光路線化を念頭とした列車を軸とした観光周遊を促進する。

ＫＰＩ 首都圏等特別ツアー 夏～冬・1600人、団体臨時列車 25日程度・参加者数3,200人

特別ツアー・企画列車

団体臨時列車運行

定期列車内おもてなし事業［福島県只見線再開準備室］

定期列車内でのおもてなし（ビューポイントでの速度低下運転、車内
アナウンス、特産品等の車内販売）を行う。

予算額：福島県 2,420千円

特別ツアーの企画・実施（再開通月を除く）

会津宮下駅周辺再整備事業［三島町］

会津宮下駅周辺の環境整備や、観光施設や集会所等の再整備を行い、
若者からお年寄りまで地域住民の利便性と第１只見川橋梁目的の観光客
の地域内の周遊性を高める。

予算額：三島町 6,105 千円

イベント列車おもてなし事業［只見町］

新緑満喫号、夏休み満喫号、紅葉満喫号等、駅前のおもてなしを実施
する。

予算額：只見町 200千円

特別列車おもてなし事業［只見川ライン観光協会］

予算額：只見川ライン観光協会 1,300千円

ＪＲ特別列車運行に合わせ、地域の魅力を発信する。以前は列車内で
のおもてなしを実施していたが、コロナ禍での実施方法については現在
検討中。
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只見線利活用計画 アクションプログラム2022 （主要事業）

只見駅周辺景観整備事業［只見町］

（主な関連事業）

２ 奥会津景観整備プロジェクト

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

観光路線

実施者 福島県まちづくり推進課、柳津町、金山町、只見町
予算額 2,000千円[福島県] 200千円[柳津町] 6,710千円[金山町] 300千円[只見町]

柳津町、金山町、只見町において、只見線沿線の四季折々の自然環境を生かし、只見線沿線の美しい景観や車窓から
の風景を阻害する景観支障木の伐採を行う。また、福島県では美しい景観を眺望できるビュースポットを整備し、新た
な観光拠点の創出を図る。

ＫＰＩ 伐採・ビュースポットの整備

伐採・ビュースポット等の整備

景観の整備

ＪＲ、地域住民と協同で駅付近の景観整備を進める。

予算額：只見町 100千円

道の駅尾瀬街道みしま宿駐車場拡張事業（第２期）［三島町］

第１只見川橋梁ビューポイントの駐車場を兼ねる道の駅駐車場を拡張
し、滞在時間の長い写真撮影者を多く受け入れられる環境を整備する。

予算額：三島町 100,000千円

只見駅前花壇整備事業［只見町］

地域住民と協同で花壇整備を進める。

予算額：只見町 100千円
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只見線利活用計画 アクションプログラム2022 （主要事業）

（主な関連事業）

３ 只見線学習列車プロジェクト

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実施者 福島県只見線再開準備室・只見線利活用推進協議会
予算額 11,814千円［福島県］

ＫＰＩ 参加者数2,400人

学習列車の運行

只見線魅力再発見事業（只見線ＡＲスタンプラリー）［会津地方振興局］
令和４年の只見線全線再開通を記念し、地域の魅力の再発見、郷土

愛の醸成と奥会津の歴史文化の学習、魅力を体験できる取組を行うＪ
Ｒ只見線ＡＲスタンプラリーを実施する。

実施エリア（予定）：柳津町、三島町、金山町、只見町、魚沼市

予算額：会津地方振興局 6,578千円

教育路線

学校や団体等を対象とした学習列車

インフラ・自然・暮らし・農業・食・体験など、地域の数多くの学習資源を活用し、只見線の乗車を含む体験学習を
実施する。

会津線・只見線体験事業［会津若松市］
会津若松市内在住の小学校３～６年生を対象に①会津鉄道会津線、

②奥会津地域の魅力体験、③ＪＲ只見線の乗車体験がセットになった
ツアーを企画・実施する。令和４年はこれまで実施してきた夏休み期
間に加え、全線運行再開の秋にもツアーを実施する。

予算額：会津若松市 696千円

只見線全国高校生サミット事業［福島県只見線再開準備室］

県内外の高校生が地域課題や只見線の利活用策を学び発表する高校
生サミットを開催する。サミットの内容について、新聞等で広く発信
する。

予算額：福島県 12,529千円

南会津地域の親子対象限定ツアー［南会津地方振興局］

地元住民、特に若い世代によるJR只見線への関心を高めるととも
に、さらなる利活用を促進するため、JR只見線への乗車と、再開通前
の時期にしか体験できない「レールウォーク」を実施する。

予算額：南会津地方振興局 3,500千円
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只見線利活用計画 アクションプログラム2022 （主要事業）

（主な関連事業）

４ 奥会津サテライトキャンパス整備プロジェクト

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

地域を訪れる学生など若者にとっては鉄道が主な交通手段となるため、必然的に駅を起点とした二次交通
利用やウォーカブルな行動へとつながりやすい。只見線沿線の駅を利活用した行動プランやPRツールなどを
作成しつつ、関係機関と連携しながら、学生の視点で只見線の魅力を伝える。

ＫＰＩ 駅を起点とした行動プランやPRツール等の作成

大学生等による利活用企画

教育路線

多目的共同住宅事業［金山町］

再開通後のJR会津横田駅前の拠点として研修の場やイベント活用等
多目的に活用する。活用期間は4月～11月まで。

予算額：金山町 600千円

空き家等を活用した移住者受入［三島町］

奥会津共通の課題である空き家等を活用し、移住相談の受入れや
空き家改修費等補助金などにより、移住者の増加を図り、地域活性
化につなげる。

予算額：三島町 13,250千円

実施者 会津大学等
予算額 - 千円［会津大学等］

（時期調整中）

三石神社遊歩道整備事業［只見町］

大学性と連携し、縁結び三石神社の遊歩道の整備を町民と一緒に
行う。

予算額：只見町 1,000千円
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只見線利活用計画 アクションプログラム2022 （主要事業）

（主な関連事業）

５ みんなの只見線プロジェクト

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実施者 福島県只見線再開準備室、柳津町、三島町、金山町、只見町
予算額 34,843千円［福島県］、 1,500千円［柳津町］ 、2,310千円［三島町］ 、

4,364千円［金山町］、7,500千円［只見町］

2022年10月1日(土)の全線運転再開を記念したイベント等の開催や、これまでの取組等の展示、駅前でのイベント等
の実施、記念品の作成、レールウォークなどを通して、今後の持続的な運行に向けた機運を醸成するとともに、只見線
の利活用を促進し、利用拡大や地域活性化につながるよう、沿線地域が一体となって事業に取り組む。

ＫＰＩ 全線運転再開記念事業参加者数

住民への支援等（通年）

全線運転再開記念事業

只見駅前賑わい創出事業［只見町］

只見駅前において、総合案内含むおもてなしできる施設及び体制
の整備をする。

予算額：只見町150,000千円

だんだんど～も只見線沿線元気会議［新潟県、魚沼市ほか］

只見線の復旧と存続、沿線地域の活性化に向け、関係機関（県、市、
商工会、コミュニティー協議会等）が連携しながら、活性化事業を実
施する。

予算額：新潟県、魚沼市

生活路線

イルミネーション等事業［会津美里町、会津坂下町、柳津町ほか］

只見線の復興と利用者へのおもてなしによる利用促進、地域の活性
化に寄与することを目的として、桜の時期のライトアップや、冬期間
中のイルミネーションを行い、駅前等を美しく彩る。

予算額：会津美里町、会津坂下町、柳津町ほか

奥会津地域活性化推進事業［福島県まちづくり推進課］

奥会津地域では、大規模なインフラ整備が進むとともに歴史的な土
木構造物も多いことからインフラ施設を観光資源として活用し地域活
性化を図る。

予算額：福島県 32,000千円
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只見線利活用計画 アクションプログラム2022 （主要事業）

（主な関連事業）

６ 只見線産業育成プロジェクト

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実施者 福島県只見線再開準備室
予算額 4,200千円［福島県］

只見線利活用プロジェクトの推進に資する取組を継続的に行う民間団体等に対して、支援を行う。令和4年度は、駅
周辺の環境整備などおもてなし体制の充実を図るとともに、商品開発を行う団体に対するアドバイザーを設置し、商品
デザイン等について助言いただく。

ＫＰＩ 10団体への補助

民間団体等に対する支援

商品開発販売事業（大手民間企業共同）［只見町］

大手民間企業とタイアップした只見線商品を開発し、周知してい
くことで只見線への意識を高める。

予算額：只見町 500千円

産業路線

民間団体等からの申請 ⇒ 審査・助言 ⇒ 交付決定 ⇒ 事業評価

つながれつながれ只見線事業［只見町］

只見線を利活用した事業に対し支援を行う。

予算額：只見町 1,000千円

ヒメマス寿司販売［金山町観光物産協会］

沼沢湖に生息する珍しいヒメマスで押し寿司をつくり、会津川口
駅で販売する。個数や販売日を限定することでプレミアム感を高め、
誘客につなげる。

予算額：金山町観光物産協会
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只見線利活用計画 アクションプログラム2022 （主要事業）

レンタサイクル利用を基軸とした奥会津三島魅力発信事業［三島町］
（主な関連事業）

７ 只見線二次交通整備プロジェクト

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実施者 会津バス・福島県
予算額 12,650千円［福島県］

第一只見川橋梁や霧幻峡の渡しなどを周遊し、只見線に乗車するバスツアー（会津若松市内発着）を運行する。
また、全線運転再開後を見据えた会津川口駅～只見駅間の観光周遊を含むモニターツアーを実施する。

ＫＰＩ バス等利用者数1,200人

只見線と接続する周遊バス運行

会津宮下駅から第一只見川橋梁ビューポイント等の三島町の観光地
を電動機付レンタサイクル巡るサイクリング事業を基軸とした誘客を
図る。

予算額：三島町 3,119千円

二次交通対策（ビューポイント送迎・冬期周遊バス運行）［三島町］

会津宮下駅から道の駅間の往復バスの運行を行う。また、レンタ
サイクルのない冬期間に観光施設等を周遊するバスの運行を実施す
る。

予算額：三島町 195千円

観光タクシー事業［金山町］

ＪＲ只見線の利用者を対象に、町内に点在する観光施設の周遊を促す
観光タクシーを運行する。

予算額：金山町 1,500千円

実証バスの運行

レンタルＥバイク活用事業［只見町］

レンタルＥバイクを活用したイベントを実施する。

予算額：只見町 300千円

会津川口駅～只見駅間のモニターツアー
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只見線利活用計画 アクションプログラム2022 （主要事業）

再開通情報発信事業［只見町］

（主な関連事業）

８ 只見線魅力発信プロジェクト

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実施者 福島県只見線再開準備室
予算額 9,596千円［福島県］

更なる誘客促進と認知度向上を図るため、テレビCM・ラジオ・新聞（県内・新潟）・ＳＮＳにより、運転再開日や
運転再開後の状況、関連するイベント情報等の発信を行う。

ＫＰＩ 情報発信媒体数 7件

只見線の情報発信

町HP・SNS・広報等により、随時情報発信を実施する。

予算額：只見町 100千円

ＰＲ

只見線パネル展［南会津地方振興局］

ＪＲ只見線の再開通に合わせ、ＪＲ只見駅構内にて、ＪＲ只見線の

土木遺産に関するパネル展を開催する。

予算額：南会津地方振興局 41千円

「キハちゃん」によるPR 活動［只見線活性化対策協議会］

只見線活性化対策協議会所有の只見線応援キャラクター「キハちゃ
ん」を使用して、只見線のPR活動を実施する。

予算額：只見線活性化対策協議会（会津坂下町）

再開通広告事業［只見町］

新聞広告等を実施する。

予算額：只見町 500千円
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只見線利活用計画 アクションプログラム2022 （主要事業）

第二期只見線利活用計画の策定［福島県・只見線利活用推進協議会］
（主な関連事業）

９ 只見線プラットホーム構築プロジェクト

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実施者 福島県只見線再開準備室・只見線利活用推進協議会
予算額 4,978千円［福島県］

アフターコロナを見据え、外国語版ガイドブック（英語・中国語）を作成しインバウンド受入体制を整備するととも
に、ガイドブックの作成を通して、利活用に関する取り組みを行っている団体・住民等と連携しながら、地域の魅力の
掘り起こし・磨き上げを行う。

ＫＰＩ 外国語版ガイドブック設置箇所数 30箇所

外国語版只見線ガイドブックの制作

2023年度を始期とする第二期計画を策定する。計画策定に当たっ
て、只見線に対する認知度等の統計調査を行い、全線運転再開後の
持続的な運行を見据えた計画策定に取り組む。

予算額：福島県 6,335千円

地域コーディネーター活動［福島県］

地域の幅広い方々の橋渡し役を担う、只見線地域コーディネー
ターを中心に、只見線の復旧に向けた機運を醸成するとともに、地
域一体となった利活用促進を図る。

予算額：福島県

只見線応援団の募集［ＪＲ只見線復興推進会議］

只見線の早期復旧と利活用促進を図るため、県、会津17市町村にお
いて、只見線の復旧に心を寄せていただく応援団の会員を募るととも
に、只見線の利活用を促進するための広報活動を行う。

予算額：ＪＲ只見線復興推進会議

発行・配付ガイドブックの制作作業

只見線応援団に対する情報発信［福島県・只見線利活用推進協議会］

全国の只見線応援団に対して、広報誌を通して只見線の復旧状況
や地元の取組、イベント情報等を届け、支援の輪を広げるとともに、
地域への誘客を図る。

予算額：福島県 2,429千円
- 11 -



整理

番号
実施者 事業名 事業概要 実施予定月

予算額

（単位：円）
構成員名

プロジェクト

№
プロジェクト名

1
福島県只見線再

開準備室

首都圏等誘客ツアー事

業

主に首都圏消費者を対象とした、只見線と

奥会津の魅力を体感する特別ツアーを実施

する。

6月～2月頃まで 90,888,000
福島県只見線

再開準備室
1

目指せ海の五能線、

山の只見線プロジェ

クト

2
福島県只見線再

開準備室

定期列車内おもてなし

事業

定期列車内でのおもてなし（ビューポイン

トでの速度低下運転、車内アナウンス、特

産品等の車内販売）を行う。

4月～2月まで 2,420,000
福島県只見線

再開準備室
1

目指せ海の五能線、

山の只見線プロジェ

クト

3
福島県只見線再

開準備室
団体臨時列車の運行

トロッコ列車風っこ号、会津鉄道お座トロ

展望列車などを団体臨時列車として運行す

る。

7月～12月まで 8,223,000
福島県只見線

再開準備室
1

目指せ海の五能線、

山の只見線プロジェ

クト

4

福島県只見線再

開準備室・只見

線利活用推進協

議会

学習列車の運行

インフラ・自然・暮らし・農業・食・体験

など、地域の数多くの学習資源を活用し、

只見線の乗車を含む体験学習を実施する。

また、只見線利活用推進協議会の構成自治

体において、参加児童・生徒のお迎え、お

見送りなどを実施する。

4月～12月まで 11,814,000
福島県只見線

再開準備室
3

只見線学習列車プロ

ジェクト

5
福島県只見線再

開準備室
高校生サミット事業

県内外の高校生が地域課題や只見線の利活

用策を学び発表する高校生サミットを開催

する。

サミットの内容について、新聞やウェブ等

で広く発信する。

5月～2月まで（サミッ

トは全線運転再開後と

なる11月頃の開催を想

定）

12,529,000
福島県只見線

再開準備室
3

只見線学習列車プロ

ジェクト

6

福島県只見線再

開準備室・只見

線利活用推進協

議会

全線運転再開記念事業

地元自治体や事業者と連携し、全線運転再

開日に記念式典を開催するほか、ゆかりの

著名人等によるイベントを開催する。

全線運転再開当日 34,843,000
福島県只見線

再開準備室
5

みんなの只見線プロ

ジェクト

只見線利活用計画 アクションプログラム２０２２　只見線利活用事業一覧
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番号
実施者 事業名 事業概要 実施予定月

予算額

（単位：円）
構成員名

プロジェクト

№
プロジェクト名

只見線利活用計画 アクションプログラム２０２２　只見線利活用事業一覧

7
福島県只見線再

開準備室

民間団体等に対する支

援

只見線利活用プロジェクトの推進に資する

取組を継続的に行う民間団体等に対して、

支援を行う。

令和4年度は、駅周辺の環境整備などおも

てなし体制の充実を図るとともに、商品開

発を行う団体に対するアドバイザーを設置

し、商品デザイン等について助言いただ

く。

5月～2月まで 4,200,000
福島県只見線

再開準備室
6

只見線産業育成プロ

ジェクト

8
福島県只見線再

開準備室
観光周遊バスの運行

第一只見川橋梁や霧幻峡の渡しなどを周遊

し、只見線に乗車するバスツアー（会津若

松市内発着）を運行する。

また、全線運転再開後を見据えた会津川口

駅～只見駅間の観光周遊を含むモニターツ

アーを実施する。

4月～2月まで 12,650,000
福島県只見線

再開準備室
7

只見線二次交通整備

プロジェクト

9
福島県只見線再

開準備室
只見線情報発信事業

各種メディアを活用したプロモーションを

行う。
5月～2月まで 9,596,000

福島県只見線

再開準備室
8

只見線魅力発信プロ

ジェクト

10

福島県只見線再

開準備室・只見

線利活用推進協

議会

只見線沿線魅力発信発

信事業

アフターコロナを見据え英語・中国語の只

見線ガイドブックを作成する。

只見線応援団広報誌を年2回発行する。

5月～2月まで 7,407,000
福島県只見線

再開準備室
9

只見線プラットホー

ム構築プロジェクト

11

福島県只見線再

開準備室・只見

線利活用推進協

議会

第二期利活用計画の策

定

現在の利活用計画が令和4年度で終期とな

ることから、第二期計画を策定する。
4月～3月 6,335,000

福島県只見線

再開準備室
9

只見線プラットホー

ム構築プロジェクト

12 会津若松市
会津線・只見線体験事

業

会津若松市内在住の小学校３～６年生を対

象に①会津鉄道会津線、②奥会津地域の魅

力体験、③ＪＲ只見線の乗車体験がセット

になったツアーを企画・実施する。なお、

令和４年に只見線が全線運行再開すること

から、これまで実施してきた夏休み期間に

加え、運行再開後の秋にもツアーを実施す

る。

夏休み期間中（２回）

全線運行再開後（１

回）

696,000 会津若松市 3
只見線学習列車プロ

ジェクト
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番号
実施者 事業名 事業概要 実施予定月

予算額

（単位：円）
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プロジェクト

№
プロジェクト名

只見線利活用計画 アクションプログラム２０２２　只見線利活用事業一覧

13 会津坂下町
ばんげイルミネーショ

ンストーリー

冬季に会津坂下駅前を含め、イルミネー

ションを設置する。
11月末～1月頃 ー 会津坂下町 5

みんなの只見線プロ

ジェクト

14 会津坂下町

只見線応援キャラク

ター 「キハちゃん」

によるPR 活動（只見

線活性化対策協議会事

業）

只見線活性化対策協議会所有の只見線応援

キャラクター「キハちゃん」を使用して、

只見線のＰＲ活動を実施する。

通年 ー 会津坂下町 8
只見線魅力発信プロ

ジェクト

15
会津美里町商工

会

駅前冬季イルミネー

ション

会津美里町商工会にて、会津高田駅、新鶴

駅前において、冬季イルミネーションによ

るおもてなしを行い、只見線利用者に沿線

地域への集客を図る。

12月～1月 ー 会津美里町 5
みんなの只見線プロ

ジェクト

16 柳津町

会津柳津駅利活用検討

実証事業「あいづやな

いづモダン駅フェス」

無人駅の会津柳津駅の利活用を検証する事

業として、物販や出店の他レンタサイク

ル、駅舎内での作品展示などを実施

6月下旬、9月下旬 336,000 柳津町 5
みんなの只見線プロ

ジェクト

17 柳津町
只見線再開記念柳津

アーカイブ展

只見線の再開を記念し、只見線や柳津町の

昔の新聞記事等を公共施設等で展示
9月下旬～10月下旬 1,500,000 柳津町 5

みんなの只見線プロ

ジェクト

18 柳津町 只見線沿線景観整備

只見線沿線の景観や車窓風景を阻害する支

障木の伐採やビューポイントの整備を実

施。

6月 200,000 柳津町 2
奥会津景観整備プロ

ジェクト

19 柳津町商工会 ライトアップ事業
会津柳津駅前から圓藏寺周辺の桜のライト

アップによりおもてなしを実施する。
4月 250,000 柳津町 5

みんなの只見線プロ

ジェクト

20
只見川ライン観

光協会

特別列車おもてなし事

業

ＪＲ特別列車運行に合わせ、地域の魅力を

発信。これまでは列車に乗り込みおもてな

しを実施していたが、コロナ禍での実施方

法については検討中。

春・夏・秋 1,300,000 柳津町 1

目指せ海の五能線、

山の只見線プロジェ

クト

21 三島町

レンタサイクル利用を

基軸とした奥会津三島

魅力発信事業

会津宮下駅から第一只見川橋梁ビューポイ

ント等の三島町の観光地を電動機付レンタ

サイクル巡るサイクリング事業を基軸とし

た誘客を図る。

令和４年４月～１１月

末
3,119,220 三島町 7

只見線二次交通整備

プロジェクト

22 三島町
会津宮下駅前イベント

事業

只見線全線運転再開に併せた駅前でのイベ

ントや企画列車に併せたおもてなしイベン

トを実施する。

令和４年４月～１１月

実施予定
2,310,000 三島町 5

みんなの只見線プロ

ジェクト
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23 三島町
会津宮下駅周辺再整備

計画

会津宮下駅周辺の環境整備や、観光施設や

集会所等の再整備を行い、若者からお年寄

りまで地域住民の利便性と第一只見川橋梁

目当ての観光客の地域内の周遊性を高め

る。

令和４年５月、６月頃

設計業務を発注予定
6,105,000 三島町 1

目指せ海の五能線、

山の只見線プロジェ

クト

24 三島町

二次交通対策（ビュー

ポイント送迎・冬期周

遊バス運行）

会津宮下駅から道の駅間の往復バスの運行

を行う。また、レンタサイクルのない冬期

間に観光施設を周遊するバスの運行を実施

する。

通年で実施 195,700 三島町 7
只見線二次交通整備

プロジェクト

25 三島町

道の駅尾瀬街道みしま

宿駐車場拡張事業（第

２期）

第一只見川橋梁ビューポイントの駐車場を

兼ねる道の駅駐車場を拡張し、滞在期間の

長い写真撮影者を多く受け入れられる環境

を整備する。

工期は令和４年４月～

令和５年１月を予定
100,000,000 三島町 2

奥会津景観整備プロ

ジェクト

26 三島町
空き家等を活用した移

住者受入

奥会津共通の課題である空き家等を活用

し、移住相談の受入れや空き家改修費等補

助金などにより、移住者の増加を図り、地

域活性化につなげる。

通年で実施 13,250,000 三島町 4

奥会津サテライト

キャンパス整備プロ

ジェクト

27 金山町 観光タクシー事業

ＪＲ只見線の利用者を対象に、町内に点在

する観光施設の周遊を促す観光タクシーを

運行する。

令和4年度間 1,500,000 金山町 7
只見線二次交通整備

プロジェクト

28 金山町
金山町観光情報セン

ター運営事業

町の玄関口である会津川口駅の構内で観光

PRを行う。
令和4年度間 5,400,000 金山町 5

みんなの只見線プロ

ジェクト

29 金山町 多目的共同住宅事業

再開通後のJR会津横田駅前の拠点として研

修の場やイベント活用等多目的に活用す

る。活用期間は4月～11月まで。

令和4年4月～11月 600,000 金山町 4

奥会津サテライト

キャンパス整備プロ

ジェクト

30 金山町 霧幻峡運営事業

霧幻峡により多くの観光客が訪れるよう各

種企画を行う。運営主体は、金山町観光情

報センターなので直接の経費はかからな

い。情報発信等で支援する。

令和4年4月～11月 0 金山町 5
みんなの只見線プロ

ジェクト

31 金山町
只見線沿線景観整備事

業（立木伐採・補償）

沿線の景観向上のための支障木伐採事業。

令和３年度、計画に従った伐採を予定して

いる。

令和4年4月～11月 3,510,000 金山町 2
奥会津景観整備プロ

ジェクト
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32 金山町
地方創生交付金県連携

事業

駅周辺環境美化・アーカイブ記録編集・

フォトコンテスト・観光案内看板等実施。
令和4年度間 2,859,000 金山町 5

みんなの只見線プロ

ジェクト

33 金山町
只見線再開通セレモ

ニー事業

記念品作成・広告・youtubeライブ配信・

町単独のセレモニー実施等実施。
令和4年6月～10月 2,564,000 金山町 5

みんなの只見線プロ

ジェクト

34 金山町
只見線再開通機運醸成

事業
レイルウォーク実施・応援看板設置 令和4年6月～10月 1,800,000 金山町 5

みんなの只見線プロ

ジェクト

35 金山町 只見線利活用推進事業

「只見線のりのり倶楽部事業」により、町

民の只見線乗車促進のほか、町のイベント

に只見線を利用して訪れた観光客にノベル

ティ等を用意するなど、只見線の利用促進

を図る。

令和4年度間 5,000,000 金山町 5
みんなの只見線プロ

ジェクト

36 金山町
只見線ビューポイント

整備事業

只見川第四橋梁付近のビューポイント整備

を行う。
令和4年6月～10月 3,200,000 金山町 2

奥会津景観整備プロ

ジェクト

37 只見町 全線再開通事業

2022年秋の再開通式典について、福島県

との協同により、只見駅・只見小体育館で

実施する。

全線運転再開当日 5,000,000 只見町 5
みんなの只見線プロ

ジェクト

38 只見町
再開通カウントダウン

事業

再開通日決定後、只見駅にてデイカウン

ターによるカウントダウン掲示を実施す

る。

5月 100,000 只見町 5
みんなの只見線プロ

ジェクト

39 只見町
開通前線路を歩こう

（レールスター）事業

只見駅・会津川口駅間にて線路を歩く限定

旅行ツアーを実施する。
6～8月 300,000 只見町 5

みんなの只見線プロ

ジェクト

40 只見町 再開通記念品配布事業
全線再開通事業参加者等に記念品を配布す

る。
全線運転再開当日 500,000 只見町 5

みんなの只見線プロ

ジェクト

41 只見町
再開通記念ノベルティ

配布事業（全世帯）
全世帯に只見線記念品を配布する。 全線運転再開月 600,000 只見町 5

みんなの只見線プロ

ジェクト

42 只見町 再開通記念幕設置事業

再開通日決定後、

懸垂幕（横断幕）を設置する。

※只高甲子園のイメージ

6～11月 500,000 只見町 5
みんなの只見線プロ

ジェクト

43 只見町 再開通情報発信事業
町HP・SNS・広報等により、

随時情報発信を実施する。
5月～ 100,000 只見町 8

只見線魅力発信プロ

ジェクト

44 只見町
再開通記念硬券作成事

業
JRと協同で記念硬券を作成する。 8月～ 500,000 只見町 5

みんなの只見線プロ

ジェクト
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45 只見町 再開通広告事業 新聞広告等実施 9月～ 500,000 只見町 8
只見線魅力発信プロ

ジェクト

46 只見町
只見駅前賑わい創出事

業

只見駅前において、総合案内含むおもてな

しできる施設及び体制の整備をする。
7月～ 150,000,000 只見町 5

みんなの只見線プロ

ジェクト

47 只見町
三石神社遊歩道整備事

業

縁結び三石神社の遊歩道の整備を只見区民

と一緒に実施する。
5月～ 1,000,000 只見町 5

みんなの只見線プロ

ジェクト

48 只見町
日本縁結び学会運営事

業

昨年発足した日本縁結び学会の事業推進を

する。
5月～ 500,000 只見町 5

みんなの只見線プロ

ジェクト

49 只見町 只見超民事業

ふるさと納税実施者を「只見超民」とし、

何度も只見町に来ていただける制度の推進

をする。

5月～ 200,000 只見町 5
みんなの只見線プロ

ジェクト

50 只見町 縁結び商品事業
縁結びにかかる商品を増やしＰＲすること

で、目的地化を図る。
5月～ 500,000 只見町 5

みんなの只見線プロ

ジェクト

51 只見町 モンベル事業
包括連携協定を締結したモンベルとのサー

ビスの共同開発。
5月～ 100,000 只見町 5

みんなの只見線プロ

ジェクト

52 只見町
ふるさと納税返礼品強

化事業

ふるさと納税の返礼品のオリジナル性や品

数を増加させ、多くの方に応援いただける

ラインナップにしていく。

5月～ 100,000 只見町 5
みんなの只見線プロ

ジェクト

53 只見町
つながれつながれ只見

線事業

只見線を利活用した事業に対し支援を行

う。
4月～ 1,000,000 只見町 6

只見線産業育成プロ

ジェクト

54 只見町
イベント列車おもてな

し事業

新緑満喫号・夏休み満喫号・紅葉満喫号

等、駅前のおもてなしを実施する。
5月～ 200,000 只見町 1

目指せ海の五能線、

山の只見線プロジェ

クト

55 只見町
ビュースポット整備事

業

叶津橋梁等、地域と協同によりビュース

ポットを整備する。
5月～ 300,000 只見町 2

奥会津景観整備プロ

ジェクト

56 只見町
自然首都・只見号誘客

事業

会津田島⇔只見で運行している定期路線バ

スを活用し、東武方面と只見線の接続を周

知する。

4月～ 100,000 只見町 7
只見線二次交通整備

プロジェクト

57 只見町
いきいきサロン只見線

利活用事業

町内10か所の65歳以上サロンにおいて、

只見線活用した活動を実施する。
5月～ 200,000 只見町 5

みんなの只見線プロ

ジェクト

58 只見町
レンタルＥバイク活用

事業

レンタルＥバイクを活用したイベントを実

施する。
6月～ 300,000 只見町 7

只見線二次交通整備

プロジェクト
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59 只見町
全集落のぼり旗掲示事

業

27集落に只見線ののぼり旗を設置し、只

見線への機運醸成をはかる。
8月～ 300,000 只見町 5

みんなの只見線プロ

ジェクト

60 只見町 只見駅前花壇整備事業 地域住民と協働で花壇整備を進める。 5月～ 100,000 只見町 2
奥会津景観整備プロ

ジェクト

61 只見町
只見駅周辺景観整備事

業

ＪＲと地域住民と協働で駅付近の景観整備

を進める。
7月～ 100,000 只見町 2

奥会津景観整備プロ

ジェクト

62 只見町 只見小中高連携事業

只見線関連の地域振興に関わる事業推進及

び、只見線を利活用した他市町村との連携

事業を推進する。

5月～ 100,000 只見町 5
みんなの只見線プロ

ジェクト

63 只見町
商品開発販売事業

（大手民間企業共同）

大手民間企業とタイアップした只見線商品

を開発し、周知していくことで只見線への

意識を高める。

5月～ 500,000 只見町 6
只見線産業育成プロ

ジェクト

64

だんだんどーも

只見線沿線元気

会議

小出大白川間開通80周

年記念事業

80周年記念式典・祝賀会

全線再開通に併せ記念列車を運行する。
10月 魚沼市 5

みんなの只見線プロ

ジェクト

65 魚沼市 特別列車運行事業 年間数本の特別列車運行を企画 6月～11月 観光協会 5
みんなの只見線プロ

ジェクト

66

だんだんどーも

只見線沿線元気

会議

もみ殻アート
只見線の車窓から見える田んぼにもみ殻を

使った作品を作成
10月下旬

だんだんど～

も只見線沿線

元気会議

5
みんなの只見線プロ

ジェクト

67

だんだんどーも

只見線沿線元気

会議

只見線応援雪灯り事業

越後須原駅脇の雪山で作った雪像にろうそ

くを灯し、只見線の乗客を楽しませるイベ

ント。

3月上旬

だんだんど～

も只見線沿線

元気会議

5
みんなの只見線プロ

ジェクト

68

だんだんどーも

只見線沿線元気

会議

駅を花で飾ろう

只見線の各駅に、車窓から見えるおもてな

しとして花壇植栽や草取り等の美化活動を

行う。

4～10月

だんだんど～

も只見線沿線

元気会議

5
みんなの只見線プロ

ジェクト

69
奥会津五町村活

性化協議会
－

只見線利活用の事業は予定していないが、

既存事業の中で只見線再開通後の利用促進

に向けて取り組んでいく予定

奥会津振興セ

ンター
5

みんなの只見線プロ

ジェクト
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70
福島県まちづく

り推進課

奥会津地域活性化推進

事業

 奥会津地域では、大規模なインフラ整備

が進むとともに歴史的な土木構造物も多い

ことからインフラ施設を観光資源として活

用し地域活性化を図る。

R4.4～R5.3 32,000,000
まちづくり推

進課
5

みんなの只見線プロ

ジェクト

71
福島県まちづく

り推進課

元気ふくしま、地域づ

くり・交流促進事業

 只見川沿川の四季折々の美しい景観を眺

望できるビュースポットを整備し、新たな

観光拠点の創出を図る。

R4.4～R5.3 2,000,000
まちづくり推

進課
2

奥会津景観整備プロ

ジェクト

72 会津地方振興局

只見線魅力再発見事業

（ＪＲ只見線ＡＲスタ

ンプラリー）

 令和４年の只見線全線再開通を記念し、

ＪＲ只見線を起点として地域の魅力を再発

見し、地元の方が郷土愛を醸成しつつ奥会

津の歴史文化を学びながら魅力を体験でき

る取組を行うため、沿線町にてＪＲ只見線

ＡＲスタンプラリーを実施する。

実施エリアとして、柳津町、三島町、金山

町、只見町、新潟県魚沼市を検討。

令和4年9月～令和4年

11月

（予定）

6,578,000
会津地方振興

局
3

只見線学習列車プロ

ジェクト

73
南会津地方振興

局

南会津地域の親子を対

象としたJR只見線限定

ツアー

地元住民、特に若い世代によるJR只見線へ

の関心を高めるとともに、さらなる利活用

を促進するため、JR只見線への乗車と、再

開通前の時期にしか体験できない「レール

ウォーク」を実施する。

令和4年度7～8月頃

（夏休み期間）
3,500,000

南会津地方振

興局
3

只見線学習列車プロ

ジェクト

74
南会津地方振興

局
パネル展

ＪＲ只見線の再開通に合わせ、ＪＲ只見駅

構内にて、ＪＲ只見線の土木遺産に関する

パネル展を開催する。

令和４年度秋頃

（再開通に合わせて行

う）

41,600
南会津地方振

興局
8

只見線魅力発信プロ

ジェクト
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